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※概要（Summary ）： 

ノロウイルスと大腸菌O157を高感度で検出する表

面プラズモン共鳴（SPR）バイオセンサを開発した。

高屈折率ガラス上にマスクレス露光とシリコーン樹

脂の型取り技術により抗体を固定したマイクロ流路

を形成し、試料を流してスペクトルを計測した。４倍

の感度向上を確認し、実用化に向けた展開が期待でき

る。 
※実験（Experimental）： 
マスクレス露光装置、設計･T-CAD 用ワークステー

ションを用いてガラス基板上に SU-8 を使用してパタ

ーンを形成し、それを鋳型にしてポリジメチルシロキ

サン(PDMS)の流路を作製した。センサチップは、金

蒸着高屈折率ガラス（Au-11；五稜化学株式会社）を

用 い て 作 製 し た 。 金 薄 膜 上 に

10-Carboxy-1-decanethiol の自己組織化単分子膜

（Self-Assembled Monolayer: SAM）を形成した。 
 SAM 分子のカルボキシ基が活性エステルとなる。

ここに病原微生物に対する抗体を含むリン酸緩衝溶

液（PBS）を 10µL 滴下した。本研究で使った抗体溶

液は、濃度 100µg/mL で抗大腸菌 O157 モノクローナ

ル抗体（No.1061；ViroStat 社）を含む PBS、濃度

1000µg/mL で抗ノロウイルス GII.4 モノクローナル

抗体（P3B11；abcam 社）を含む PBS、である。ノ

ロウイルス高感度検出のためのサンドイッチ法のシ

グナル増幅プローブとして、ウイルス吸着タンパク質

（Virus-Binding Protein: VBP）を用いた。実験には

濃度 70µg/mL で VBP を含む PBS を用いた。このよ

うに作製した、抗体が固定化された高屈折率ガラス

（センサチップと称す）に PDMS 流路（容積 6µL）
を重ね、フローセル型センサとした。これを光導波路

分光装置（S-SPR-6000；システムインスツルメンツ

株式会社）に固定し、マイクロシリンジポンプ

（MSPE-1；アズワン）を用いてセンサにサンプル溶液

を供給した。サンプル溶液には非病原性大腸菌 O157:H7
（ATCC 700728）およびノロウイルスのウイルス様粒子

（NoVLP）を加えた。センサチップ上で生ずる抗原抗体

反応は、SPR スペクトルの最大共鳴波長のシフト量を用

いて定量した。 
※結果と考察（Results and Discussion）： 
 本研究では、市販の抗 O157 抗体および抗ノロウイル

ス抗体を用いた病原微生物 SPR バイオセンサを開発し

た。このセンサを用いることで定量的に大腸菌を検出で

き、検量線を作成できた。ノロウイルスに関しては、シ

グナル増幅プローブとして VBP を使ったサンドイッチ

法により、センサシグナルを 4 倍に増幅できた（図 1）。

今後はさらなるセンサの改良（例えばセンサシグナルの

安定性向上、定量下限値の低下など）を行う。 

 
図 1．ノロウイルス用センサのセンサグラム 
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